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広　報 We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市public relations 2016.12月号

QRコードを読み込
み、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード

検索政光くん facebook で

小山市出身
萩野 公介 選手
競泳 金・銀・銅メダル
【東洋大学】

リオ五輪での
感動を
ありがとう

ホームページ　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
携帯版　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/m
Eメール　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
電話番号　0285(23)1111 (小山市役所 代表番号)

小山市出身
海老沼 匡 選手
柔道 66kg 級 銅メダル
【パーク24 ㈱ 所属】
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・支出済額や支出済率は実際の現金支出によるものです。公共工事などの多い土木費や農林水産業費などは、
  契約後、着工してから支払いをするまでに期間があるので、支出済率が低くなっています。
・下段の（　）内は平成 27年度からの繰越事業費です。

問財政改革課
☎22‒9333

●予算額　6,348,352 万円／収入済額　2,678,168 万円（収入済率 42.2％）

●予算額　6,348,352 万円／支出済額　2,634,902 万円（支出済率 41.5％）

歳　

出

支出の種類 予算額（万円） 支出済額（万円）

民　生　費 子どもやお年寄り、障がいを持って
いる方の福祉のためのお金

1,950,640
(44,906)

722,483
(36,738)

土　木　費 道路や公園の整備など、まちづくり
をするためのお金

814,139
（106,541）

159,854
（11,505）

総　務　費 市役所全体の仕事、戸籍や選挙のた
めのお金

661,507
(15,985)

281,369
(2,234)

公　債　費 借入金返済のためのお金 600,930 364,577

衛　生　費 健康診断や予防接種、ごみの回収処
理をするためのお金

589,528
(7,259)

276,397
(6,165)

商　工　費 商工業の振興のためのお金 584,584 458,522

教　育　費 小中学校の教育施設の整備や文化の
向上のためのお金 574,910 163,533

農林水産業費 農業、林業および水産業の振興のためのお金
286,167
（23,090）

63,357
（0）

消　防　費 消防署の運営、消防施設の整備のた
めのお金 192,058 81,553

そ　の　他 議会費、労働費、災害復旧費など 93,889
（11,540）

63,257
（8,155）

予算額

支出済額

支出済率 37.0％

19.6％

42.5％

46.9％

28.4％

78.4％

60.7％

22.1％

42.5％

67.4％

0 50 100 億円150

小山市の財政状況
平成28年度上半期 (平成28年9月30日 現在 )

歳　

入

収入の種類 予算額（万円） 収入済額（万円）

市　　　税 市民税や固定資産税、都市計画税、
市たばこ税、軽自動車税などの税収 2,837,481 1,603,788

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のた
めに国から交付されるお金

889,027
（81,802）

259,619
（41,227）

市　　　債 大きな事業などを行うための財務省
や金融機関などからの借入金

621,480
（57,690）

151,730
（3,820）

諸　収　入 貸付金の回収金である元利収入や雑
入など 602,090 22,916

県　支　出　金 県補助金など、市の特定事業のため
に県から交付されるお金

469,756
（25,402）

65,991
（0）

地方消費税
交付金

地方消費税のうち県から交付されるお金 191,000 96,903
社会保障４経費に充てられる増税分 134,000 67,430

繰　越　金 前年度会計から次の会計年度へ持ち
越したお金

162,406
（44,427）

289,299
（44,427）

地方交付税 最低限の住民サービスを維持するた
めに国から交付されるお金 143,000 20,831

各種交付金 地方譲与税交付金、自動車取得税交付金、
利子割交付金など 124,569 36,332

繰　入　金 財源の不足を補うための財政調整基金
や、特定目的基金の取り崩しのお金 36,976 0

そ　の　他 分担金および負担金、使用料および
手数料など 136,567 63,329

0 50 100 億円200 250150

29.2％

24.4％

14.0％

178.1％

50.6％

14.6％

46.4％

予算額

収入済額

収入済率
56.5％

3.8％

0.0％

29.2％

　皆さんから納めていただいた税金や、国や県からの交付金・支出金、市債などがどのように使
われているかを知っていただくため、毎年、財政状況を公表しています。今回は、平成28 年度
上半期の予算の執行状況をお知らせします。
※グラフや表の金額は、1万円未満を四捨五入したものであり、合計が合わない場合があります
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基 　 金 645,372 万円 土 　 地 3,562,505㎡

出 資 金 209,183 万円 建 　 物 422,398㎡

債 　 権 521,725 万円 山 　 林 並木杉 1本

●市の財産

●特別会計の状況

会　計　名 予算額
収入済額

支出済額

国民健康保険
（事業勘定）

2,001,300
791,224

816,948

介護保険 1,075,152
434,042

410,718

後期高齢者医療 150,670
51,215

53,727

病院事業債管理
事業

48,340
10,864

14,409

墓園やすらぎの森
事業

10,770
12,064

7,258

与良川水系湛水
防除事業

4,250
572

933

農業集落排水処理
事業

61,470
5,605

25,818

小山第四工業団地
造成事業

64,100
63,627

42,154

公共用地先行取得
事業

1,910
0

955

公共下水道事業 527,897
62,763

175,609

（単位万円）

平成 28 年度上半期小山市の財政状況

●市税の状況

◆一般会計　　　4,898,231 万円
◆特別会計　　　3,846,577 万円

　市債残高については、平成 27年度に「桑地区中
心施設整備事業」、「大谷東小普通教室等増築事業」
などの大型事業が完了したことにより、一時的に増
加しましたが、平成 16年度全会計の市債残高 998
億円を超えることのないよう、平成 28年度以降は
市債管理計画に基づき、市債残高の縮減に努めてい
きます。

特別会計市債 現在高（単位万円）
公共下水道事業債 2,804,956
農業集落排水処理事業債 513,051
病院事業債管理事業債 497,420
墓園やすらぎの森事業債 16,282
公共用地先行取得事業債 11,847
介護保険財政安定化基金貸付金 3,021

●市が借りているお金

◆企業会計
　水道事業会計　　651,330 万円
◆全会計の合計　9,396,138 万円

水道事業●企業会計の状況

営業収益 127,111

営業費用 94,921

営業利益 32,190

営業外収益 6,487

営業外費用 7,380

営業外利益 △ 893

経常利益 31,297

特別利益 111

特別損失 17

特別損益 95

当年度純利益 31,392
前年度繰越
利益剰余金 0

その他未処分
利益剰余金 142,021

当年度未処分
利益剰余金 173,413

損益計算書 （単位万円）

固定資産 2,109,286

流動資産 520,317

資産合計 2,629,603

固定負債 627,502

流動負債 45,594

繰延収益 311,567

負債合計 984,662

資本金 1,209,385

剰余金 435,556

資本合計 1,644,941

負債資本合計 2,629,603

貸借対照表 （単位万円）

税　目 予算額 収入済額 収入済率（％）

市 民 税 1,231,526 488,800 39.7

固定資産税 1,258,791 889,627 70.7

都市計画税 176,023 124,541 70.8

市たばこ税 139,837 69,091 49.4

軽自動車税 31,266 31,715 101.4

入 湯 税 37 13 35.8

計 2,837,481 1,603,788 56.5

（単位万円）

１人当たりの市税負担額は？
　　　　　　170,367円

１人当たりに使われるお金は？
　　　　　　381,166円

※平成 28年 9月 30日現在の人口 166,551 人で算出
（人口推計）

（市税予算額 2,837,481 万円／人口 166,551 人）

（歳出予算額 6,348,352 万円／人口 166,551 人）

市民１人当たりに換算すると？



広報おやま12月号　サイズ：A4　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ名：1201_　    .pdf

広報小山 2016.12月号　4

シ
ス
テ
ム
、
大
多
数
の
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
を
気
軽

に
使
い
こ
な
す
様
子
、
座
席
も
決
ま
り
が
な
く
教

科
書
も
共
有
し
て
い
る
よ
う
な
、
と
て
も
自
由

で
気
さ
く
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
日
本
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
事
に
も

気
付
き
ま
し
た
。
日
本
語
の

ク
ラ
ス
は
親
し
み
や
す
い
雰

囲
気
の
中
、
積
極
的
に
質
問

を
し
て
く
れ
る
生
徒
も
い
て
、

私
も
精
一
杯
英
語
で
の
説
明

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

◉ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

　

私
が
驚
い
た
の
は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
家
の
造
り
の
違
い
で
す
。
庭
に
は
巨
大
な
海
水

の
プ
ー
ル
、
ひ
と
つ
の
部
屋
の
よ
う
に
広
い
ベ
ラ

ン
ダ
に
は
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
や
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
午
後
に
な
る
と
家
族
で
お
茶
や

お
菓
子
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
る
で
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
し
た
。

　

私
が
料
理
す
る
の
が
好
き
と
言
っ
た
ら
、
い
つ

も
料
理
を
手
伝
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
と
き
は
野
菜
を
切
っ
て
焼
き
、
盛
り
付

け
た
り
、
大
き
な
バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
を
生
地
か
ら
焼

い
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
作
っ
た
ご

飯
は
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

◉ 

自
然
環
境

　

ビ
ー
チ
は
と
て
つ
も
な
い
ほ
ど
広
く
、
海
は
透

き
通
り
、
淡
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
水
平
線

の
向
こ
う
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ボ
ー

ト
で
は
海
の
中
の
様
子
が
は
っ
き
り
と
分
か
り
、

と
て
も
興
味
深
い
魚
や
生
き
物
が
た
く
さ
ん
生
息

し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の

熱
帯
魚
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き

な
ウ
ミ
ガ
メ
や
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
も
い
ま
し
た
。

海
が
無
い
所
に
住
ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
自

然
が
創
っ
た
海
の
景
色
よ
り
綺
麗
な
物
は
無
い
と

思
い
ま
し
た
。

◉ 

市
役
所
訪
問

　

市
役
所
の
講
演
ホ
ー
ル
で
市
長
さ
ん
の
お
話
な

ど
を
聞
き
、
ケ
ア
ン
ズ
市
と
小
山
市
の
関
係
や
取

り
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

議
員
さ
ん
達
の
席
に
座

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
、
大
変
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ケ
ア
ン
ズ
市
と
小
山

市
の
交
流
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら

も
、
両
都
市
が
姉
妹
関
係

を
更
に
深
め
強
い
関
係

に
な
る
よ
う
、
私
た
ち
は
小
山
市
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉ 

学
校
生
活

　

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
か
ら
始
ま

り
、
授
業
は
４
時
間
あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

授
業
は
理
解
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
国

語
の
授
業
も
あ
っ
た
の
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
家
庭
科
の
授
業
で
は
、
バ
デ
ィ
と

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
授
業
の
間
に
は
長
い
休
み
時
間
が
２
回
あ

り
、
そ
の
時
間
に
、
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
が
作
っ
て
く
れ

た
ラ
ン
チ
を
バ
デ
ィ
や
友

達
と
食
べ
ま
し
た
。
日
本

の
学
校
よ
り
も
早
い
午
後

３
時
に
全
て
の
授
業
が
終

わ
り
、
生
徒
達
は
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

◉ 

語
学
研
修

　

ケ
ア
ン
ズ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
の
授
業

を
受
け
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
日
本
と
の
違
い
に
私

は
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
ス

ク
リ
ー
ン
と
し
て
使
い
文
字
を
書
き
込
ん
で
い
く

小山市中学生ケアンズ派遣団報告記
　市では、国際化に対応するグローバルな市民を育成するために、毎年市内全11中学校から
計28人の中学生を、英語圏で姉妹都市であるオーストラリアのケアンズ市に派遣しています。
　今年も、7月15日の結団式から始まり、5回の事前研修後、8月17日に出発しました。現地で
は、市役所訪問、ハイスクール訪問、同世代の生徒宅へのホームステイ体験や語学研修、授業
に参加し、生きた英語に触れる中で、これまで身に付けてきた語学力や国際感覚に更に磨きを
かけ、地元の人々との交流を深めて、8月24日に元気に帰国しました。派遣団員たちによる行
動の記録を報告します。

問市民生活課☎22‒9278

小山中　　　北
きたはら

原　新
に い な

菜・齊
さいとう

藤　香
か の ん

音・毒
ぶすじま

島　萌
も ね

寧
小山二中　　武

たけなか

仲　琴
こ と わ

和・前
まえざわ

沢　拓
た く み

海
小山三中　　阪

さかくら

倉　碧
あおい

・坂
さかした

下　遥
は る か

香・山
やまなか

中　沙
さ え

重
小山城南中　大

お お え

江　航
こ う し

史・高
たかはし

橋　美
み お

桜・本
ほ ん だ

田　茉
ま ゆ

由
大谷中　　　谷

たに

　朱
あ か り

莉・星
ほ し の

野　朱
し ゅ り

里・松
まつもと

本　彩
い ろ は

芙
間々田中　　鈴

す ず き

木　魁
か い と

人・田
た じ り

㞍　美
み づ き

月・中
なかじま

島　真
ま さ き

咲
乙女中　　　工

く ど う

藤　優
ゆ う な

菜・栗
く り た

田　珠
た ま き

希
豊田中　　　平

ひ ら み

見　桜
さくら

・堀
ほ り た

田　優
ゆ う

羽
美田中　　　稲

い な ば

葉　芽
め い

生・柏
かしわざき

﨑　友
と も か

香
桑　中　　　上

う え の

野　眞
ま な と

杜・渋
し ぶ や

谷　侑
ゆ う か

加・丸
まるやま

山　留
る な

奈
絹　中　　　荒

あ ら い

井　沙
さ き

妃・渡
わたなべ

邉　聖
まさのり

典
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小山市の進める小中一貫教育
～ 学びや育ちを「つなぎ」、指導を「そろえ」、みんなが「つどう」小山市の小中一貫教育 ～ 
　小山市では、全中学校区で小学校と中学校の校種の枠を越えて、各中学校区の特色
を生かした様ざまな取組が一緒に行われています。
　平成29年度からは、これまでの取組の成果を踏まえながら、9年間の義務教育期間
を通して、子どもたちの豊かな成長のために、子どもたちの「育ち」や「学び」をつ
なぐ「小中一貫教育」を市全体でさらに推進していきます。

　教職員・児童生徒・保護者・地域住民が互いにパートナーとして、ともに地域を創るという教育理念の下、
特に小中一貫教育においては、次の4つを狙いとしながら、中学校区の教職員が一体となって、一貫した指導
や支援を行っていきます。

① 連続した学びに支えられた学力・学習意欲の向上　② 豊かな人間性・社会性の育成
③ 心身の健康に対する意識と体力の向上　④ ふるさと小山を愛し、誇りに思う心情や態度の育成
　また、3つのキーワード 学びや育ちを「つなぐ」、指導を「そろえる」、みんなが「つどう」を掲げ、各中学
校区の特色ある小中一貫教育を進めています。

問教育総務課☎22‒9646・学校教育課☎22‒9655

小山市の進める小中一貫教育のねらいとグランドデザイン

中学生による小学校校門での
あいさつ運動

中学校教員による小学校出前授業

小学生・中学生による地域の方と
協力した清掃活動

中学生による読み聞かせ

「つどう」

○児童生徒の交流活動
○教職員の研修・交流の充実
○地域とともにある学校づくり

「つなぐ」

○９年間を見通した指導
　計画の編成・実施
○子ども一人一人を大切
　にする児童生徒理解

「そろえる」

○学習や生活のきまり
○分かりやすい授業づくり
○いじめゼロへの取組

小中一貫教育のねらい

小中一貫教育のグランドデザイン

＜ハガキでの申込み方法＞ハガキに①講座名②郵便番号・住所③参加者全員の氏名（学校学年、一般、保護者、
幼児）④電話番号を明記し、博物館（〒329‒0214小山市乙女1-31-7）へ郵送してください。
※抽選結果や講座内容の詳細等は、後日郵送でお知らせします

少年少女発明クラブ会員募集
～もの作りの好きな人、工夫するのが好きな人、発明工夫展にすばらしい作品を出したい人、みんなあつまれ‼～
活動日　毎月2回（原則、第1・3日曜日午前中）　対象　小学2～ 6年生・30人（超過時抽選）
申込み　12/12㈪までにハガキに「少年少女発明クラブ入会希望」と明記し、郵便番号・住所、氏名（ふりがな）、
学校学年、性別、保護者名、電話番号を記入し、博物館（〒329‒0214小山市乙女1‒31‒7）へ郵送してください。

博物館後期講座（平成29年1月～ 3月）
講座名 日　時 対象・定員 内　容 参加料 申込み

バードウォッチング 1/21 ㈯
9:30 ～ 11:30

子ども～大人
・抽選 40人

会場 : 城山公園。公園周辺で見られる
野鳥を観察します。 無料 ハガキで

1/6 ㈮必着

甲冑マイスター養成
講座

2/5 ～ 26の毎週
日曜日（全 4回）
13:30 ～ 15:30

中学生以上
・先着 20人

会場 : 博物館視聴覚室。甲冑の歴史の
移り変わりについて学んだ後、試着用
甲冑を使って着方や着せ方を学びます。

無料 電話で
前日まで

問博物館☎ 45‒5331※月曜日休館
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平成 28年 4月から
介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が始まっています
【総合事業とは？】

【これからの日常生活の自立支援や介護予防支援について】
　今までは、介護保険制度の介護予防給付として全国一律にサービスを提供していました。しかしその
サービスのうち、「訪問介護」「通所介護」が、小山市独自の事業となりました。サービスの利用につい
ては高齢者サポートセンターにご相談ください。

サービス 要支援の方
① 身体介護のみ 11人
② ①、③両方 19人
③ 生活援助のみ 311 人

総計 341人

サービス 要支援１ 要支援２
食事の提供 83％ 91％
風呂の介助 60％ 76％
機能訓練 82％ 80％

要支援１の方も８割以
上が食事を利用するも…

風呂の介助の利用は６割

　その方のサービス利用の状態に合わせ、NPO法人やボランティア等の幅広い方から、今までよりも
安価な利用料でサービスが受けられるようになりました。
（例）家事援助（掃除・洗濯支援）、月 4回（1回 60分未満）までの場合【1,193 円 / 月→ 800 円 / 月】
　　※小山市委託NPO法人等と契約の場合（別途費用がかかる場合もあります）

【地域包括ケアシステムについて】
　住み慣れた地域で自分らしい暮
らしを続けることができるよう、
医療・介護・予防・住まい・生活
支援が一体的に提供できる仕組み
のこと。
　医療保険制度や介護保険制度、
自治体等が提供するサービスの他
に、自分でできることは自分で行
う、健康管理等のセルフケアから
なる「自助」、近所や地域での“お
たがいさま”といえる関係やボラ
ンティア活動といった「互助」か
ら構成されます。

【地域包括ケアシステムイメージ図】

問高齢生きがい課　☎22‒9647

　単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援のニーズが増加しています。
この事業は、一人ひとりのニーズに合わせたサービスを提供し、日常生活の自立や介護予防支援を目的にした、
65歳以上の全て方を対象とする小山市が実施する介護予防事業です。
　市ではこの事業を通じて、高齢者の方が住み慣れた地域で、できる限り要介護状態にならずに暮らしていけ
るよう、多様なニーズに応えていく仕組み（地域包括ケアシステム）づくりをしています。

今
ま
で
の
状
態

【
訪
問
介
護
の
場
合
】

【
通
所
介
護
の
場
合
】

総合事業が　　　始まった後は

医療・介護保険サービス
様々なサービスを利用し在宅
生活を続けています

住み慣れた住まい

相談拠点
身近な相談
窓口を利用
しています

地域活動、健康づくり・
介護予防
健康づくりや介護予防に主
体的に取り組んでいます

生活支援サー
ビス
地域の担い手と
して、共に助け
合い支えあって
います

雨水が汚水管に流入していないか確認をお願いします！

　汚水管（宅地内の公共ます）に雨水が流入すると、雨天時に下水道処理施
設に大きな負荷がかかります。雨水流入量が増加すると各家庭のトイレや台
所の水が流れにくくなってしまいます。

○雨どいが汚水管に誤接続されていませんか？
○外の流しから汚水管へ雨水が流入していませんか？

※誤接続を発見した場合は改善が必要になりますので、小山市排水設備指定
　工事店に相談し、手直し工事を行ってください

問下水道課☎24‒7807

一定の知識があれば行
える支援は約 91％もある

訪問介護員しかできない
専門的な支援は約 9％のみ
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問人権推進課☎22‒9292

　市では、毎月第二金曜日に「人権相談」を実施しているほか、必要に応じて人権に関する相談を受け付けています。
法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、あなたの悩み解決のため、最善の方法を一緒に考えます。相談は無料で、
秘密は厳守します。ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

人権週間とは
　1948（昭和23）年12月10日、
国連総会で世界人権宣言が採択さ
れたのを記念し、毎年12月10日
は「 人 権 デ ー（Human Rights 
Day）」と定められました。
　法務省と全国人権擁護委員連合
会では、人権デーを最終日とする
12月４日から10日までを「人権週
間」として人権尊重思想の普及高
揚を図るため、さまざまな啓発活
動を行っています。
　皆さんもこの機会に、「思いやり
の心」や「かけがえのない命」に
ついて、もう一度考えてみません
か？

みんなで築こう　人権の世紀

12月4日㈰から10日㈯は第68回人権週間です

小学生向けの「なかよし学習会」
　市城北児童センターでは、今回初めての開催となる「なかよし学習会」
を9月25日㈰に開催し、『いじめとけんかの違い』について学習しました。

★人権擁護委員の啓発活動★

日　時　12月17日㈯13:00 ～　　会　場　文化センター小ホール
対　象　今年度60歳を迎える方々を中心とする市民および市内出身者
内　容　●元気な高齢者表彰
　　　　●基調講演（13：40～ 15：00）
　　　　　テーマ：「少子高齢化社会こそ、あなたの出番です！
　　　　　　　　　～学び・遊び・働く・そして役立ちがいのすすめ～」
　　　　　　　　　講師：東京大学高齢社会総合研究機構客員研究員　　木村　清一　氏
　　　　●交流会（15:20 ～ 16:20）
　　　　“あの頃をもう一度”…「はつらつ」というイメージにふさわしいロックバンド（PENTACLES）
　　　　　　　　　　　　　　の演奏を聴いていただき、これからのセカンドライフをより活発に過
　　　　　　　　　　　　　　ごしていただくモチベーションにつながるような交流会です。会場全
　　　　　　　　　　　　　　体で歌えるような曲もご用意します。
　※単位老人クラブリーダー研修会も同時開催
　参加費　無料　　主　催　小山市・はつらつ応援フォーラム実行委員会

※マイナンバー
（個人番号）は、
日本国内の全住
民に通知される
12 桁の番号の
ことです

確定申告にはマイナンバーが必要です！ 問市民税課☎22‒9422
　市役所・出張所等で受ける確定申告には、扶養親族等、すべての人のマイナンバーの記入
が必要になっただけでなく、申告者ご本人の◆マイナンバー（個人番号）が確認できる書類、
◆本人確認書類（運転免許証・パスポート・在留カード・公的医療保険の被保険者証・身体
障害者手帳など）の提示および写しの添付が必要になりました。

①通知カードをお持ちの方
通知カードと運転免許証等の本人確認できる
書類の写し

②マイナンバーカードをお持ちの方
マイナンバーカードのおもて面・うら面の写し
※本人確認できる書類の写しは不要です

　市ではシニア世代が健康で、セカンドライフをいきいき過ごすとともに、これまで培ってきた豊富
な知識や経験を幅広い分野に活かしていただくための支援を行い、活力に満ちた『ふるさと小山』づく
りを進めています。この『はつらつ応援フォーラム』は、60歳の節目の年を迎えたシニア世代の方々が
健康で生きがいを持った自分らしい生き方、また地域活動を通した「まちづくり」について共に考え、
行動する機会としていただこうとするものです。

第10回「“3回目の成人式”はつらつ応援フォーラム」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問高齢生きがい課　☎22‒9617

＋ ＋
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　市では、豊かな自然と人びとの高い技術によって生み出される産品をブランド化し、全国に発信していこう
と平成 14年度から「小山ブランド」の創生運動を行っています。このたび、「小山ブランド」が市民の皆さま
のより身近なものになるよう、新たな「おやまブランド」を公募します。さらなる隠れた逸品を、ぜひご応募
ください。
1．募集内容
⑴食品・菓子類・地酒等
　市の産物が主たる原材料であることを原則とし、
安全で安心な産品のもので、継続して市場に供給さ
れ、売り上げ実績があるもの。
　なお、新商品については、継続的に市場へ供給さ
れることを確認するため、1年間の申請期間を設け
ます。
⑵工芸・芸能
　次の①～③のいずれかに該当するもの。
①国や県・市の伝統工芸（有形・無形文化財）に
　なっているもの。
②郷土に根ざしたもの、または小山市にしかない
　もの。
③全国的な知名度を誇る等、市のイメージアップ
　に寄与するもの。

2．募集期間
　12月 1日㈭～平成 29年 1月 31日㈫
3．応募方法
　事前に小山ブランド創生協議会事務局へご相談くだ
さい。おやまブランド選定基準に該当する場合には、
「おやまブランド選定申請書」を送付します。
　申請書に必要事項を記入のうえ、郵送・FAX・メー
ルまたは直接、事務局へ提出してください。
4．選定
　小山ブランド創生協議会において決定します。
　平成 29年４月（予定）
問小山ブランド創生協議会事務局
　（小山市役所商業観光課ブランド創生推進室内）
〒323‒8686（住所不要）
☎22‒9317／℻  22‒9260
d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

新たな　　　　　　　　　を公募します!!「おやまブランド」

　現在、小山市は国選択無形民俗文化財である「間々田のジャガマイタ」につい
て調査するため、「間々田のジャガマイタ記録保存事業」を実施しています。
　調査は実際の祭礼だけでなく、写真や関連する文書など過去の様ざまな記録も
広く対象としています。昭和 50 年代以前の写真などを特に探していますので、皆
さまのご家庭にありましたら、ぜひお知らせください。
　お伺いして調査いたします。皆さまからのご連絡をお待ちしています。　

「間々田のジャガマイタ」のお宝写真募集！！
問生涯学習課☎22‒9669
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２

　年末にかけて、交通事故が増加する傾向にあるほか、飲酒の機会が増加することに伴い、
飲酒による重大交通事故の発生が懸念されます。市民一人ひとりが交通ルールを遵守し、正
しい交通マナーを実践しましょう。

12月11日㈰から31日㈯は年末の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です。
問生活安心課☎22‒9283

交通安全スローガン「マナーアップ！あなたが主役です。」
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「━」は休業、「○」は通常業務です。「※」は業務は行っていますが、貸館・開館は行いません。

①
市
民
課
・
出
張
所
窓
口
業
務

　

12
月
29
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま

で
の
戸
籍
届
出
は
、
市
役
所
宿
直
室

（
北
側
出
入
口
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

１
月
４
日
㈬
の
週
と
10
日
㈫
の
週

の
市
民
課
窓
口
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
面
倒
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
可
能
な
範
囲

で
日
に
ち
を
ず
ら
し
て
来
庁
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
22
９
４
０
２

②
家
庭
ご
み
の
収
集
と
直
接
搬
入

■
家
庭
ご
み
の
収
集

　

12
月
は
30
日
㈮
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈬
か
ら
日
程
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
22
９
２
７
６

■
直
接
搬
入

　

12
月
は
30
日
㈮
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮
は
特
別
に

開
場
し
ま
す
。
年
末
は
混
雑
し
ま
す

の
で
早
め
に
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
時
間　

８
時
半
〜
11
時
半

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時
半

粗
大
ご
み
・
多
量
ご
み
の
直
接
搬
入

問
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
24
３
１
９
４

プ
ラ
容
器
・
剪
定
枝
の
直
接
搬
入

問
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
０
33
３
３
１
０

③
小
山
聖
苑

　

休
苑
中
の
申
し
込
み
は
、
８
時
半

か
ら
21
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
12
月
31
日
㈯
は
友
引
の
た
め
、
お

通
夜
に
限
り
利
用
で
き
ま
す

問
☎
22
１
１
７
５
★

④
水
道
の
漏
水
な
ど

　

凍
結
防
止
対
策
を
心
掛
け
、
漏
水

な
ど
の
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
水
道
事
業
☎
23
０
３
６
８
★

⑤
図
書
館
の
本
の
返
却

　

休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
（
分

館
含
む
）
は
中
央
図
書
館
の
返
却
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

紙
芝
居
・
他
館
か
ら
の
借
用
資
料
は
、

破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ポ

ス
ト
ヘ
の
返
却
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
中
央
図
書
館
☎
21
０
７
５
０

夜
間
休
日
急
患
診
療
所

問
☎
39
８
８
８
０
★

休
日
急
患
歯
科
診
療
所

　

12
月
31
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈫
の
10

時
〜
正
午
、
13
時
〜
16
時
で
す
。

問
☎
39
８
８
８
１
★

救
急
医
療
機
関
当
番

　

17
ペ
ー
ジ
『
す
こ
や
か
通
信
』
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、市
HP
、消
防
本
部
、

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎
39
６
６
６
０
★

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
８
０
・
９
９
２
･
１
９
０
★

新
小
山
市
民
病
院

　

急
患
は
二
次
救
急
（
重
症
患
者
）

の
診
察
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
☎
36
０
２
０
０
★

期  日 時　間

12月28日㈬
～ 30日㈮

19:00
～ 22:00

12月31日㈯
～ 1月3日㈫

10:00
～正午

13:00
～ 17:00

18:00
～ 21:00

施　設　名 平成28年12月 平成29年1月 問合せ（電話番号）28㈬ 29㈭ 30㈮ 31㈯ １㈰ ２㈪ ３㈫ ４㈬ ５㈭
①市役所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23‒1111(代表)★
　市民課・出張所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22‒9402
②中央清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24‒3194
南部清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎0280‒33‒3310
③小山聖苑 ○ ○ ○ ※ ━ ━ ○ ○ ○ ☎22‒1175★
④水道事業 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23‒0368★
⑤中央図書館・小山分館・
　間々田分館・桑分館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎21‒0750

　(中央図書館)
体育施設 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎49‒3520・3523
　原之内公園のみ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27‒8060
県南体育館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎21‒0021
県立温水プール館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎22‒4617
生涯学習センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22‒9111
博物館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎45‒5331
車屋美術館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎41‒0968
文書館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎25‒7222
文化センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22‒9552
中央公民館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22‒9562
ふれあい健康センター ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎30‒3700
消費生活センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22‒3711

児童センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27‒0594(駅南)
☎24‒0629(城北)

子育て支援総合センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24‒1012
※ほほえみは☎22‒3477

新小山市民病院 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎36‒0200★

市
役
所
は
12
月
29
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。

主
な
施
設
の
休
業
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
★
印
の
電
話
番
号
は
休
業
中
も
問
合
せ
で
き
ま
す

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
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第３回高
たかはし

椅神社庖
ほうちょうしき

丁式
　10月８日、「料理の神様」として信仰を集める絹地
区の高椅神社で「第３回高椅神社庖丁式」が開催され
ました。公家装束姿の庖丁人
が古式にのっとって鯛をさば
く姿に大勢の来場者が見入っ
ていました。境内では、今年
初めて「絹ふるさとまつり」
も同時開催され、各種団体に
よるステージに沢山の拍手が
おくられました。
食欲の秋は、関東一の小麦の里で !
　10月 15・16 日の２日間、小山御殿広場で、「第６

回開運小山うどんまつり」を開催。天
候にも恵まれ、当日は、うどん打ち体
験ブースや市内うどん店のほか、富山
県や宮城県からの参加店も有り、会場
は大賑わいでした。16 日は「第 11
回おやま開運まつり」も同時開催。小
学生甲冑武者パレードや市民劇団開運
座による小山評定再現劇などステージ
イベントで祭を盛り上げました。

安全確保、飯田踏切拡幅工事完了
　10 月 17 日、乙女３丁目の JR宇都宮線と市道に
交差する飯田踏切の拡幅工事が完了し、完成式典が行
われました。式典には、地
元住民ら約50人が参加し、
交通量が多い踏切内に新た
に歩道が整備され、安全に
わたることが出来るように
なった飯田踏切拡幅工事の
完了を祝いました。
栃木県のご当地グルメが大集結 !!
　11月５・６日の２日間、小山御殿広場にて「第５
回おやまグルメフェスタ」を開催。今年のグルメフェ
スタには、市内から９グルメ、県内から 10 グルメ、
本市との災害協定を結んでいる富士宮市・西宮市から

も「富士宮やきそば」や「甲
子園ヒーロー揚げ」等が出店、
総勢 23 グルメが勢ぞろい。
激戦の中、ご当地グルメグラ
ンプリに小曽根精肉店の「元
祖本物の味おやま和牛串焼」
が決定しました。

　

10
月
３
日
、
千
葉
県
野
田
市
で
今
春
に
放
鳥
さ
れ

た
、
特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
小
山
市
生

井
地
区
の
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池
に
飛
来
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
に
も
渡
良
瀬
遊
水

地
上
空
を
舞
う
７
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
確
認
。
平
成

27
年
に
は
２
回
、
市
内
の
田
ん
ぼ
に
降
り
立
っ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
飛
来
で
３
年

連
続
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
姿
を
小
山
市
お
よ
び
渡
良
瀬

遊
水
地
で
確
認
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、「
環

境
に
優
し
い
農
業

の
推
進
」「
コ
ウ
ノ

ト
リ
・
ト
キ
の
野
生

復
帰
」
を
推
進
し

て
お
り
、
市
HP
等

で
PR
す
る
と
共
に

庁
舎
玄
関
等
に
今

回
撮
影
さ
れ
た
写

真
を
掲
示
し
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
飛
来
を

喜
び
ま
し
た
。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

萩野公介選手・海老沼匡選手 凱旋報告
～大山悠輔選手・中塚駿太選手も活躍を誓う ! ～

　小山市は、10月 31日リオデジャネイロ五輪で競泳男
子 400m個人メドレーの金メダルなど３つのメダルを獲
得した羽川西小出身の萩野公介選手（22才）（東洋大学）
の凱旋パレードを行いました。沿道には約6,000 人の市
民らが詰めかけ、「公ちゃん、おめでとう !」「金メダル
をありがとう」と大歓声の中で小山市の生んだ初の世界
的スイマーの活躍を祝福しました。
　パレードは午前 11時にスタート。オープンカーに乗
った萩野選手は、JR小山駅西口前から市立文化センタ
ー前までの約 500mを約 20分かけてパレードし、笑顔
で手を振りながら沿道の歓声に応えていました。

　パレード後、市立文化セン
ター大ホールで私から市民栄
誉賞を授与、萩野選手は「こ
んなに多くの人に集まって
もらえるとは思っていなかっ
た。地元の力は大きい。東京
五輪に向けて、小山市の方と
ともに頑張っていきたい」と
感謝しました。
　午後には、昨年９月の関東・
東北豪雨で床上浸水などの被
害を受けた際に、萩野選手が

励ましの手紙を送った母校の市立羽川西小も訪問。「こ
れからも大変なことがあると思うけど、一緒に頑張ろ
う！」と激励しました。
　９月 30 日には、同じくリオデ
ジャネイロ五輪柔道男子 66kg 級
で、日本伝統の一本勝ちにこだわ
った柔道で、見事、２大会連続の
銅メダルを獲得した海老沼匡選手
（26才）（パーク 24㈱所属）も小
山市に凱旋報告し、多くの市民に
迎えられました。
　海老沼選手は「皆さんの応援の
お陰でメダルを獲れました。小山
は温かいものを感じます」と感謝、私から市民栄誉賞を
授与しました。２人の大活躍で、小山市は全国約 1,700
市町村の中で「リオ五輪メダル獲得数日本一」（計４個）
になりました。
　また、10月 20日のプロ野球ドラフト会議で指名を受
けた白鷗大の大山悠輔内野手（阪神１位）と中塚駿太投

手（西武２位）も
21 日、市長を表
敬訪問。プロ入り
に向けて活躍を誓
ってくれました。
　皆さんの益々の
活躍を、ご祈念致
します。

萩野公介選手

中塚駿太選手 大山悠輔選手

海老沼匡選手
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○179

〜
２
つ
の
長
左
衛
門
新
田
〜

〜
飯
沼
新
田
開
発
と
福
田
長
左
衛
門
政ま

さ
た
か賢
〜

　

古
河
市
三
和
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
縦

断
す
る
飯
沼
は
、
干
拓
前
は
広
大
な
湖

沼
が
つ
ら
な
り
、
周
辺
の
村
人
に
と
っ

て
は
重
要
な
漁
猟
の
場
で
し
た
が
、
水

田
の
少
な
い
こ
の
地
域
で
は
、
早
く
か

ら
水
田
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
ま
し
た
。
何
度
か
の
計
画
、
開
発
願

い
を
経
て
享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜

１
７
３
６
）
に
米
将
軍
と
称
せ
ら
れ
た

８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
新
田
開
発
事
業

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
大
規

模
な
新
田
開
発
で
誕
生
し
た
31
の
新
田

村
の
ひ
と
つ
に
長
左
衛
門
新
田
が
あ
り

ま
す
。

　

長
左
衛
門
新
田
の
長
左
衛
門
と
は
、

所
有
者
の
名
前
で
あ
る
福
田
長
左
衛
門

に
由
来
し
ま
す
。
享
保
10
（
１
７
２
５
）

年
下
野
国
都
賀
郡
間
中
村
（
現
小
山

市
間
中
）
の
福
田
長
左
衛
門
政ま

さ
た
か賢
は
、

仁に

れ連
村
名
主
鈴
木
善
右
衛
門
よ
り
新
田

予
定
地
60
町
歩
を
250
両
で
買
い
取
り
ま

す
。
仁
連
村
で
は
名
主
１
人
が
開
発
に

参
加
、
そ
れ
に
か
か
る
諸
経
費
も
す
べ

て
名
主
個
人
で
負
担
し
て
い
ま
し
た

が
、
福
田
長
左
衛
門
は
新
田
開
発
の
諸

経
費
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

入
手
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
長
左
衛
門

は
こ
れ
と
は
別
に
恩お

ん

な名
村
が
受
け
取
る

予
定
の
一
部
33
町
歩
も
代
金
123
両
３
分

で
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
両
方
の

新
田
93
町
歩
に
よ
っ
て
猿
島
郡
長
左
衛

門
新
田
（
現
古
河
市
長
左
衛
門
新
田
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
和
地
区
の
北
東
部
か
ら
隣

の
八
千
代
町
に
か
け
て
渡と

ろ

ぶ

は

ら

呂
賦
原
と

い
う
湿
地
帯
が
あ
り
、
や
は
り
飯
沼
新

田
開
発
に
と
も
な
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
も
、
福
田
長
左
衛
門
は
新
田

地
を
入
手
、
１
人
請
と
な
り
27
町
歩

余
り
の
長
左
衛
門
新
田
を
つ
く
り
ま
し

た
。
こ
の
長
左
衛
門
新
田
は
結
城
郡
に

あ
る
こ
と
か
ら
結
城
郡
の
長
左
衛
門
新

田
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
古
河
市

間
中
橋
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
。

　

長
左
衛
門
政
賢
は
生
ま
れ
故
郷
か
ら

は
る
か
に
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
に
、
長

左
衛
門
新
田
を
開
き
、
下
野
国
間
中
村

に
思
い
を
は
せ
、
そ
の
地
に
間
中
橋
を

つ
く
り
今
も
地
名
と
し
て
歴
史
に
名
を

伝
え
て
い
ま
す
。
村
名
が
同
じ
長
左
衛

門
新
田
な
の
で
紛
ら
わ
し
い
で
す
が
、

猿
島
郡
と
結
城
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
長

左
衛
門
新
田
が
存
在
し
て
い
る
の
は
興

味
深
い
で
す
ね
。

小
山
歴
史
研
究
会　

大
輪　

誠

図
１　

間
中
の
集
落

図
2　

厳
島
神
社
造
営
記
念
（
石
碑
）

長
左
衛
門
新
田
地
に
あ
り
、
長
左
衛
門

新
田
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

茨
城
県
の
猿
島
郡
と
結
城
郡
に
２
つ
の
長
左
衛
門
新
田
が
あ

り
ま
す
。
２
つ
と
も
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜

１
７
３
６
）
に
下
野
国
都
賀
郡
間
中
村
（
現
小
山
市
間
中
）
の
福

田
長
左
衛
門
政ま

さ
た
か賢
が
新
田
開
発
し
た
も
の
で
す
。

11　広報小山 2016.12月号

▶
図
２

▶
図
１

時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬 ■博物館後期講座 1～ 3月分 /博物館■新たなおやまブランド募集 /商業観光課■市
県民税、所得税等の申告書にマイナンバーの記入が必要になりました /市民税課　等

■「私たちの人権宣言　転校
生はおばあちゃん？！」　他

中旬 ■年末の交通安全市民総ぐるみ運動/生活安心課■ひとくち健康メモ「脳卒中
予防」/健康増進課　等

■「交通ルールを守る、大
切な命を守る」　他

下旬 ■小山の初市（だるま市）/商業観光課■新小山市民病院ミニ健康講座/新小山市民病院　等 ■「生涯学習テレビ大学」
月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

　視聴にはテレビ小山
放送㈱のケーブルテレビ
への加入が必要となりま
す。デジタル101chを選
局ください。
問秘書広報課22‒9353

12月の行政テレビ
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イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

お

知

ら

せ

思し
お
う
か
い

桜
会
会
員
作
品
展
示
会

日
時　

12
／
６
㈫
〜
９
㈮
９
時
〜

16
時（
６
㈫
は
正
午
か
ら
。
９
㈮

は
正
午
ま
で
）　

入
場
無
料

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

書
、
絵
画
、
写
真
、
手
芸
、

工
芸
、
陶
芸

問
高
齢
生
き
が
い
課
☎
22
９
６
１
７

ポ
ケ
ッ
ト
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
／
14
㈬
10
時
15
分
〜
11

時
15
分　

入
場
無
料

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

問
こ
ど
も
課
☎
22
９
６
１
４

第
６
回
お
ー
バ
ス
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会

日
時　

12
／
10
㈯
９
時
半
〜
17
時

（
９
時
か
ら
入
賞
者
表
彰
式
）、
11

㈰
９
時
〜
15
時

会
場　

道
の
駅
思
川　

評
定
館

問
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
９
３

第
17
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

希
望
に
あ
ふ
れ
た
１
年
に
な
る

よ
う
願
い
を
込
め
て
、
小
山
児
童

合
唱
団
の
皆
さ
ん
の
歌
声
が
市
役

所
ロ
ビ
ー
に
響
き
渡
り
ま
す
。
新

春
の
ひ
と
と
き
を
美
し
い
歌
声
と

と
も
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
４
㈬
12
時
20

分
〜
12
時
50
分

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
８

第
38
回
小
山
市
消
費
生
活
展

日
時　

12
／
10
㈯
10
時
〜
15
時　

入
場
無
料（
記
念
品
あ
り
）

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
山

部
で
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
・
防
犯
グ
ッ

ズ
を
郵
送
し
、
代
金
を
請
求
す
る

と
い
う
事
業
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
39
６
６
５
７

〈
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
へ
〉

被
災
者
住
宅
復
旧
支
援
事
業

申
請
期
間　

Ｈ
29
．
３
／
31
㈮
ま
で

対
象　

被
災
住
宅
（
持
家
）
の
復

旧
工
事
費
（
10
万
円
以
上
の
も
の
。

併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
）
※
国
の
生

活
再
建
支
援
金
対
象
者
を
除
く

補
助
金
額　

半
壊
世
帯
：
住
宅
復

旧
費
の
全
額（
50
万
円
上
限
）

半
壊
に
至
ら
な
い
世
帯
：
住
宅
復

旧
費
の
1/2  （
10
万
円
上
限
）

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
申

請
期
限
延
長
の
お
知
ら
せ

　

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
に
基
づ
く
基
礎
支
援
金
の
申
請

期
限
が
、
Ｈ
29
．
10
／
８
㈰
に
延

長
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
方　

住
宅
（
借
家
を
含

む
）
が
、
全
壊
あ
る
い
は
大
規
模

半
壊
、
ま
た
は
半
壊
で
解
体
を
要

す
る
被
害
を
受
け
た
方

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
２

ご
存
知
で
す
か
？
任
意
加
入

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳

か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済

第
１
回
親
子
ス
キ
ー
教
室

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
７
㈯
５
時
半
市

役
所
西
側
駐
車
場
集
合
、
18
時
半
解
散

会
場　

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場

（
群
馬
県
片
品
村
花
咲
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
先
着

80
人（
親
子
で
の
参
加
の
場
合
、

子
ど
も
は
小
学
生
以
上
。
子
ど
も

の
み
で
参
加
の
場
合
、
小
学
５
・

６
年
生
お
よ
び
中
学
生
。
高
校
生

以
上
の
方
の
み
の
参
加
も
可
。）

参
加
料　

大
人
５
千
円
、
子
ど
も

３
千
500
円（
保
険
料
、バ
ス
代
含
む
）

※
貸
し
ス
キ
ー
希
望
者
別
途
料
金

リ
フ
ト
券　

大
人
２
千
円
、
子
ど

も
千
500
円（
希
望
者
の
み
）

申
込
み　

12
／
５
㈪
〜
22
㈭
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
、
参
加
料
等
を

添
え
て
市
体
育
協
会
窓
口
へ
直
接

問
同
協
会
☎
30
５
８
５
６

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
5
㎞

日
程　

Ｈ
29
．
１
／
８
㈰
8
時
45

分
栃
木
駅
北
口
集
合
▽
塚
田
歴
史

伝
説
館
▽
横
山
郷
土
館
▽
岡
田
記

念
館
▽
ヤ
オ
ハ
ン
蔵
の
街
広
場

（
休
憩
）▽
近
龍
寺
▽
神
明
宮
▽
山

車
会
館
前
▽
結
城
駅
北
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
22
回
小
山
市
新
年
水
泳
競
技
大
会
兼
第

3
回
小
山
市
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
22
㈰
開
会
式

８
時
45
分
〜

会
場　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象　

新
年
水
泳
競
技
大
会　

市

内
在
住
・
通
学
お
よ
び
市
内
外
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
健
康
な
男
女（
大
学
生
を
除

く
18
歳
未
満
）　

マ
ス
タ
ー
ズ
競

技
大
会　

定
期
的
に
練
習
を
し
て

い
る
満
18
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

（
高
等
学
校
在
籍
者
除
く
）

参
加
料　

１
種
目
800
円（
１
人
２

種
目
ま
で
）

申
込
み　

12
／
21
㈬（
厳
守
）ま
で

に

k
a
n
o
@
o
ya
m
a
-ct.a

c.jp

問
同
大
会
事
務
局
☎
23
８
０
１
１

第
48
回
小
山
市
民
ス
キ
ー
大
会

日
時　

Ｈ
29
．
２
／
５
㈰
７
時
半
受
付

会
場　

会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場（
福
島
県
南
会
津
町
）

種
目　

大
回
転
２
本
の
合
計
タ
イ
ム

◆
個
人
戦　

小
・
中
・
高
・
大
学

内
容　
「
自
立
し
た
消
費
者
」と
な
る

た
め
に
、
展
示
や
体
験
場
、
講
座
等

を
通
し
て
消
費
者
力
を
鍛
え
よ
う
！

問
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

日
本
交
響
楽
団
第
7
回
定
期
演
奏
会

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
21
㈯
16
時
開
演

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

曲
目　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
交

響
曲
第
４
番
」な
ど

チ
ケ
ッ
ト　

Ｓ
席
２
千
円
、
Ａ
席

千
500
円　

発
売
中

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

魅
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
＆
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
14
㈯
10
時
受
付

会
場　

メ
ゾ
ン　

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

対
象　

男
性
市
内
在
住
・
在
勤
で

20
〜
45
歳
の
独
身
、
女
性
20
〜
45

歳
の
独
身

参
加
料　

３
千
500
円

申
込
み　

12
／
28
㈬
ま
で
に
子
育

て
・
家
庭
支
援
課
☎
22
９
６
０
４
、

℻  
22
９
６
１
８
、

d-kosodate
@
city.oyam

a.tochigi.jp

の
各
男
女
の
部
、
女
子
の
部
、
成

年
の
部
、壮
年
の
部（
45
歳
以
上
）、

シ
ニ
ア
の
部（
55
歳
以
上
）、
ス
ー

パ
ー
シ
ニ
ア
の
部（
65
歳
以
上
）

◆
団
体
戦　

５
人
で
１
チ
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
通
学

者
お
よ
び
市
ス
キ
ー
協
会
登
録
者

参
加
料　

小
・
中
・
高
校
生
500
円
、

大
学
・
一
般
２
千
円

申
込
み　

Ｈ
29
．
１
／
18
㈬
ま
で

の
平
日
10
時
〜
17
時
に
、
参
加
料
等

を
添
え
て
市
体
育
協
会
窓
口
へ
直
接

問
同
協
会
☎
30
５
８
５
６

第
３
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
12
〜
３
／
16
の

木
曜
日（
全
10
回
）17
時
半
〜
18
時
半

会
場　

栃
木
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生（
身

長
120
㎝
以
上
）抽
選
40
人

※
第
１
・
２
回
受
講
者
も
申
込
可
能

参
加
料　

３
千
200
円（
保
険
料
含
）

申
込
み　

Ｈ
29
．
１
／
５
㈭
16
時

半
〜
17
時（
厳
守
）に
参
加
料
を
添
え

て
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
窓
口
へ
直
接

問
同
館
☎
22
４
６
１
７

不
審
な
電
話
に
注
意
！

　

最
近
、
高
齢
者
の
ご
自
宅
に
不

審
な
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

小
山
市
消
防
署
を
名
乗
る
者
か
ら

「
防
災
グ
ッ
ズ
・
防
犯
グ
ッ
ズ
を
送

る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で

す
。
郵
送
さ
れ
て
き
た
事
実
は
無

く
、
ま
た
、
郵
送
後
に
代
金
を
請

求
さ
れ
た
と
い
う
被
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
小
山
市
消
防
本
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期
間
や
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
こ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
海
外

に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方

も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・
通

帳
の
届
出
印
を
持
参
し
、
国
保
年

金
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
22
９
４
１
６
・
９
４
１
７

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
期
限
は
12
／
27
㈫
で
す
。

給
付
金
の
対
象
と
な
る
方
は
平
成

28
年
度
市
県
民
税
が
非
課
税
の
方

（
市
県
民
税
が
課
税
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
は
除
く)

で
す
。

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は

早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
22
９
８
５
１

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
の
排
出
削
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
生
ご
み
は
、
約
８
割
が
水
分
で

す
。
食
べ
残
し
を
な
る
べ
く
し
な

い
で
、
水
切
り
ネ
ッ
ト
等
を
使
用

し
て
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
生
ご
み
処
理
機
の
活

用
に
よ
り
で
き
る
だ
け
家
庭
で
生

ご
み
を
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
は
が
き
や
レ
シ
ー
ト
、
メ
モ
用

紙
、
汚
れ
て
い
な
い
紙
く
ず
等
の

細
か
い
紙
類
は
、
雑
誌
等
に
挟
ん

で
可
燃
系
資
源
物
（
紙
・
布
類
）

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
６

今
す
ぐ
自
主
防
災
会
の
設
立
を
！

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
よ

り
多
く
の
人
命
救
助
を
行
う
た
め

に
、
隣
近
所
協
力
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

推
進
し
、
説
明
会
や
規
約
の
作
成

方
法
に
つ
い
て
ご
協
力
し
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
☎
39
６
６
６
１

平
成
29
年
度
臨
時
保
育
士
・
短
時
間
保

育
士
・
臨
時
調
理
員
・
パ
ー
ト
調
理
員
・

パ
ー
ト
補
助
職
員
採
用
説
明
会

日
時　

12
／
10
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

応
募
用
紙
・
履
歴
書
・

保
育
士
証
の
写
し

そ
の
他　

登
録
希
望
者
は
当
日
試

験
有
り
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可

能
。詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
22
９
６
１
４

小
山
市
の
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
小
山
市
民
病
院
開
院
1
周
年
記
念
事
業

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
８
㈰
13
時
〜

15
時
半　

参
加
無
料
・
申
込
不
要

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

問
地
域
医
療
推
進
室
☎
27
０
５
０
０

自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
…
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
／
20
㈫
14
時
〜
※
２
時

間
程
度
（
申
込
み
不
要
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

「
小
山
市
人
権
施
策
推
進
基
本
計
画

（
２
０
１
７
〜
２
０
２
１
）・
素
案
」

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

に
む
け
、市
の
人
権
に
関
す
る
教
育
・

啓
発
・
相
談
・
支
援
の
取
組
方
向
を

示
し
た
素
案
を
公
表
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

12
／
５
㈪
〜
19
㈪

閲
覧
場
所　

人
権
推
進
課
、
各
出

張
所
、
市
HP

意
見
の
提
出　

郵
送（
〒
323
‐
8686

住
所
不
要
）、
℻  
22
８
９
７
２
、

d-jinken@
city.oyam

a.tochigi.jp

、

ま
た
は
人
権
推
進
課
窓
口
へ
直
接

問
同
課
☎
22
９
２
９
２

土
砂
災
害
防
止
の
た
め
の
現
地
調
査

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
状
況
に

つ
い
て
、
地
形
や
人
家
な
ど
の
保

全
対
象
物
に
変
化
が
な
い
か
現
地

調
査
を
行
い
ま
す
。
委
託
業
者
の

㈱
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
調

査
の
た
め
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

12
月
上
旬
〜
Ｈ
29
．
２
月
下
旬

調
査
区
域　

市
内
思
川
周
辺

問
栃
木
土
木
事
務
所
☎
０
２
８
２

23
３
５
９
３

小
山
市
発
注
建
設
工
事
等

Ｈ
29
・
30
入
札
参
加
資
格
の
申
請

受
付
区
分　

建
設
工
事
、
建
設
関

連
業
務
委
託
、
建
設
資
材
等
購
入

受
付
期
間　

市
内
Ｈ
29
．
１
／
６
㈮

〜
13
㈮
市
外
Ｈ
29
．
1
／
16
㈪
〜
20
㈮

追
加
条
件　

社
会
保
険
等
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
。（
要
確
認
）

提
出
書
類　

管
財
課
で
配
布
、
ま

た
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
同
課
☎
22
９
３
２
３
・
９
３
２
４

農
業
用
免
税
軽
油
に
係
る
申
請

　

県
で
は
、
毎
年
１
月
に
農
業
用

の
軽
油
引
取
税
免
税
証
を
一
括
し

て
交
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
日
時

等
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

会
場　

県
庁
小
山
庁
舎
福
利
厚
生
棟

2
階
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

そ
の
他　

朝
一
番
、
午
後
一
番
の

時
間
帯
は
混
雑
し
ま
す
。
更
新
手

数
料
420
円
は
、
つ
り
銭
の
無
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２

23
６
８
８
２

都
市
計
画
の
案
に
係
る
縦
覧
・
説
明
会

神
鳥
谷
南（
地
区
計
画
）

縦
覧　

12
／
２
㈮
〜
16
㈮（
土
日
除
く
）

意
見
書
　

住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
縦
覧
期
間
中
に
提
出
可

問
・
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
内

下
水
道（
大
行
寺
）・
思
川
緑
地
の
変
更

計
画
案
説
明
会　

12
／
20
㈫
18
時

半
▽
市
役
所
別
館
会
議
室
3

問
都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

粟
の
宮
線
変
更（
都
市
計
画
道
路
）

縦
覧　

12
／
２
㈮
〜
16
㈮（
土
日
除
く
）

意
見
書
　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
意
見
の

趣
旨
お
よ
び
理
由
を
記
入
し
縦
覧

期
間
内
に
提
出
可

問
・
縦
覧
場
所　

県
都
市
計
画
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
４
６
５
、
栃
木
土

木
事
務
所
☎
０
２
８
２
23
３
５
９
３
、

都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

個
人
事
業
主
の
方
へ「
給
与
支
払

報
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
は
、

個
人
事
業
主
の
方
の
本
人
確
認
が
必

要
で
す
。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

ま
た
は
「
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許

証
等
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
郵

送
の
場
合
は
コ
ピ
ー
を
添
付
）

問
市
民
税
課
☎
22
９
４
２
４

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
栃
木
労
働
局
ま
た
は
各

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
制
度
の
案
内
は
厚
生
労
働

省
HP
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課
☎
０
２
８
・
６
３
４･

９
１
１
８

受付日
受付時間・対象地区

9:00 ～ 11:30 13:00～15:30
H29.1/10 ㈫ 中地区 大谷地区
1/11 ㈬ 寒川地区 穂積地区
1/12 ㈭ 共同・受委託 共同・受委託

1/13 ㈮ 豊田地区
（両毛線南側）

豊田地区
（両毛線北側）

1/16 ㈪ 生井地区 絹地区
1/17 ㈫ 間々田地区 桑地区

1/18 ㈬ 予備日
（全地区）

予備日
（全地区）

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会
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日
時　

12
／
17
㈯
９
時
〜
18
時

会
場　

市
消
防
本
部（
神
鳥
谷
１

７
０
０
‐
２
）

定
員　

先
着
20
人　

参
加
無
料

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
。
筆

記
用
具
、
昼
食
は
各
自
持
参
。

申
込
み　

12
／
５
㈪
〜
15
㈭
に
消

防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
、
分
遣
所

生
き
生
き
好
齢
者
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
20
・
27
、
２

／
３
の
金
曜
日
10
時
〜
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
先
着
30
人

内
容　

小
山
街
中
探
訪
、
昔
遊
び

を
楽
し
も
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
学
ぼ
う

申
込
み　

12
／
12
㈪
〜
Ｈ
29
．
１

／
10
㈫
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22
９
８
５
２
、

℻  
22
９
５
４
３
ま
た
は
直
接

冬
休
み
親
子
料
理
教
室
♪
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
♪

日
時　

12
／
25
㈰
・
26
㈪
10
時
半

〜
13
時
半

会
場　

道
の
駅
思
川

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
親
子

各
回
抽
選
で
20
人

参
加
料　

ひ
と
り
600
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み　

12
／
９
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
７

子
育
て
ひ
ろ
ば「
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
」

◆
パ
パ
に
も
で
き
る
よ
！
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
▽
Ｈ
29
．
１
／
28

㈯
10
時
〜
正
午
▽
保
健
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
お
お
む
ね
１
歳
以
上
３
歳
未

満
未
就
園
児
と
父
母
20
組
▽
無
料
◆

パ
パ
に
も
で
き
る
よ
！
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
▽
▽
Ｈ
29
．
２
／
18

㈯
10
時
〜
正
午
▽
保
健
・
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
お
お
む
ね
３
カ
月
以
上

1
歳
未
満
と
父
母
20
組
▽
マ
ッ

サ
ー
ジ
オ
イ
ル
代
650
円

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
22
９
６
１
４

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
教
室

日
時　

12
／
20
㈫
10
時
〜
正
午

会
場　

城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

35
人　

参
加
無
料

内
容　

講
話
「
お
口
の
若
返
り
で

認
知
症
予
防
！
」

申
込
み　

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
31
０
２
１
１

在
宅
医
療
講
演
会

日
時　

12
／
12
㈪
19
時
〜
20
時

会
場　

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
先
着
150
人

内
容　

知
っ
て
納
得
！
在
宅
医
療

申
込
み　

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22

９
６
４
７

ま
ち
な
か
元
気
講
演
会

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
25
㈬
14
時
〜

16
時
半

会
場　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
130
人
程
度　

参
加
無
料

内
容　

地
域
の
、
地
域
に
よ
る
、
地

域
の
た
め
の
活
性
化

講
師　

木
村
乃だ

い

明
治
大
学
特
任
准
教
授

申
込
み　

Ｈ
29
．
１
／
11
㈬
ま

で
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
栃
木
県
都
市
計
画
課
に
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
４
６
４
ま
た

は
℻  
０
２
８
・
６
２
３
・
２
５
９
５

ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
せ
ん
か
？

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
８
㈰
・
９
㈪

各
10
時
〜
16
時

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

30
分
千
500
円
※
１
人
最

長
１
時
間
ま
で
利
用
可

申
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

チ
ュ
ウ
ヒ
の
里
お
や
ま「
渡
良
瀬
遊

水
地
チ
ュ
ウ
ヒ
の
飛
立
ち
」観
察
会

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
魅
力
や
自
然

の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
チ
ュ
ウ
ヒ
の
飛
立
ち
」観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
７
㈯
５
時
15

分
集
合
※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止

集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所
本
庁

舎
玄
関
前
駐
車
場　

参
加
無
料

対
象　

市
内
在
住
者
先
着
30
人

持
ち
物　

防
寒
具
、
雨
具
、
懐
中
電
灯

申
込
み　

12
／
５
㈪
〜
16
㈮
に
渡

良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

☎
22
９
３
５
４

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
ろ
う

◆
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
ろ
う

（
初
心
者
）▽
12
／
７
・
14
・
21
の

水
曜
日
９
時
半
〜
11
時
半
▽
テ
キ

ス
ト
代
300
円
▽
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
持

参
、
パ
ソ
コ
ン
持
参
可
◆
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
へ
の「
年
賀
状
作
成
」▽

12
／
17
㈯
13
時
半
〜
15
時
半
▽
テ

キ
ス
ト
代
300
円
▽
パ
ソ
コ
ン
持
参

会
場　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象　

各
先
着
10
人

申
込
み　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎

22
５
５
６
２

新
春
小
中
学
生
書
初
め
コ
ン
ク
ー
ル

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
20
㈮
〜
23
㈪

9
時
半
〜
17
時
※
23
㈪
は
16
時
ま
で

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
1
年
〜
中
学
3
年
生

課
題　

小
学
１
年
生
『
さ
く

ら
』、
２
年
生
『
あ
さ
日
』、
３
年

生
『
お
も
い
川
』、
４
年
生
『
美
し

い
空
』、
５
年
生
『
水
の
流
れ
』、

６
年
生
『
緑
の
大
地
』、
中
学
１
年

生
『
古
城
春
色
』、
２
年
生
『
小
山

評
定
』、
３
年
生
『
歴
史
伝
統
』

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入

用
紙　

横
24
㎝
×
縦
77
㎝

申
込
み　

Ｈ
29
．
１
／
９
㈪
〜
15
㈰

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
参

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
１
１
１

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ

市
民
講
座
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
か
ら

は
じ
ま
る
新
し
い
地
域
づ
く
り
」（
全
３
回
）

日
程
・
テ
ー
マ　

①
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
▽
Ｈ
29
．
１
／
７
㈯
②
自
然
・

文
化
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
▽

Ｈ
29
．
１
／
21
㈯
③
地
域
特
性
を

活
か
し
た
新
し
い
観
光
振
興
▽
Ｈ

29
．
２
／
４
㈯

時
間　

13
時
半
〜
15
時
半
（
①
の

み
15
時
45
分
ま
で
）

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人（
原
則
と
し
て
連
続

受
講
可
能
な
方
）　

参
加
無
料

申
込
み　

12
／
27
㈫
ま
で
に
総
合

政
策
課
☎
22
９
２
１
８

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア
実
行
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

人
数　

若
干
名

要
件　

男
女
共
同
参
画
に
関
心
が

あ
り
、
月
１
回
程
度
の
実
行
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

申
込
み　

12
／
22
㈭
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８
ま
た

は
℻  
22
８
０
７
９

関
東
職
業
能
力
開
発
大
学
校
セ
ミ
ナ
ー

◆
設
計
ツ
ー
ル
に
よ
る
モ
デ
リ
ン

グ
技
術
▽
Ｈ
29
．
１
／
14
・
21
・

28
の
土
曜
日
９
時
半
〜
16
時
10
分

▽
10
人
▽
１
万
千
円
◆
数
値
処

理
に
よ
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御
技
術
▽
Ｈ

29
．
１
／
21
・
28
の
土
曜
日
９
時

〜
17
時
▽
10
人
▽
１
万
２
千
600
円

◆
マ
イ
コ
ン
に
よ
る
計
測
デ
ー

タ
処
理
技
術
▽
Ｈ
29
．
１
／
７
・

14
・
21
・
28
の
土
曜
日
９
時
半
〜

16
時
10
分
▽
10
人
▽
１
万
7
千
円

申
込
み　

同
校
☎
31
１
７
３
３
ま

た
は
℻  
27
０
２
４
０

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

技
能
講
習
会

◆
３
次
元
機
械C

A
D

（S
olid 

W
orks

）
▽
Ｈ
29
．
２
／
６
㈪

〜
８
㈬
９
時
〜
16
時
▽
５
人
▽

３
千
520
円
◆
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教

育
②
▽
Ｈ
29
．
２
／
８
㈬
〜
10
㈮

９
時
〜
17
時
▽
20
人
▽
４
千
950
円

申
込
み　

同
校
☎
０
２
８
４
91

０
８
０
３

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

平
成
29
年
度
入
学
生
募
集
説
明
会

日
時　

12
／
１
㈭
・
Ｈ
29
．
１
／
26

㈭
14
時
受
付

会
場　

同
校（
栃
木
市
沼
和
田
町

２
‐
２
）※
駐
車
場
な
し

対
象　

入
学
・
転
入
学
・
編
入
希

望
者
、
保
護
者
等

申
込
み　

説
明
会
前
日
ま
で
に
中
学

校
を
通
し
て
申
込
み
。
中
学
卒
業
者
は

直
接
同
校
へ
☎
０
２
８
２
⒇
７
０
７
３

ま
た
は
℻  
０
２
８
２
24
９
２
９
９

第
1
回
農
の
い
と
な
み
と
鉄
道

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

関
東
地
域
で
撮
影
し
た「
農
の

い
と
な
み
と
鉄
道
」の
写
真
を
Ｈ

29
．
１
／
31
㈫（
必
着
）ま
で
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
の
詳
細
は
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15　広報小山 2016.12月号

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

山や
ま
ざ
き崎　

仁ひ
と
し　

氏

１
９
６
７
年
、
小
山
市
消
防
本
部
に

入
り
、
２
０
０
９
年
に
同
本
部
消
防

長
で
退
職
。
消
防
庁
長
官
表
彰
。（
駅

南
町
）

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
）

川か
わ
い井　

浩ひ
ろ
し司　

氏

１
９
６
５
年
、
県
警
入
り
。
主
に
交

通
部
門
を
歩
み
、
２
０
０
６
年
に
真

岡
署
地
域
課
係
長
で
退
職
。（
羽
川
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

植う
え
の野　

正し
ょ
う
じ二　

氏

１
９
６
８
年
、
小
山
市
消
防
本
部
入

り
。
通
信
指
令
課
長
、
総
務
課
長
を

経
て
２
０
１
０
年
消
防
長
で
退
職
。

(

乙
女)

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
）

小お

の

ぐ

ち

野
口　

英え
い
き
ち吉　

氏

１
９
６
８
年
、
県
警
入
り
。
本
部
少

年
課
な
ど
を
担
当
し
２
０
０
５
年
小

山
署
留
置
管
理
係
長
で
退
職
。(

西

城
南)

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
）

星ほ
し
の野　

セ
イ
子こ　

氏

１
９
９
１
年
に
保
護
司
と
な
り
、
現

在
は
小
山
保
護
区
保
護
司
会
理
事
を

務
め
て
い
る
。（
出
井
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

大お
お
つ
か塚　

利と
し
お夫　

氏

１
９
５
９
年
に
小
山
市
消
防
団
入

団
。
副
分
団
長
な
ど
を
経
て
分
団
長

を
歴
任
。（
八
幡
町
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

池い
け
だ田　

清き
よ
し　

氏

１
９
７
７
年
小
山
市
消
防
団
に
入

り
、
副
団
長
な
ど
を
歴
任
、
５
年
間

団
長
を
務
め
る
。藍
綬
勲
章
。（
楢
木
）

平
成
28
年
秋
の
叙
勲
•
褒
章

第
27
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

永
年
に
わ
た
り
各
界
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

８
人
の
方
が
叙
勲
・
褒
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
（
学
校
保
健
）

荻お
ぎ
わ
ら原　

栄え
い
い
ち一　

氏

１
９
６
４
年
に
小
山
市
で
歯
科
医
院

を
開
業
し
、
小
山
西
高
な
ど
で
学
校

歯
科
医
を
努
め
る
。（
城
東
）

無
料
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
in
小
山　

12
／
16
㈮
10
時
〜
正
午
▽
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
▽
入
場
無
料（
託
児
要
予

約
・
有
料
）▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
メ

ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
☎
38

８
９
０
２

第
33
回
小
山
音
楽
家
協
会
定
期
演
奏

会「C
H
R
IS
T
M
A
S
 C
O
N
C
E
R
T

」

12
／
18
㈰
13
時
半
開
場
、
14
時
開
演

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料

２
千
円（
当
日
２
千
300
円
）▽
事
務
局

☎
０
７
０
・
４
１
３
７
・
０
３
２
１

中
央
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
Ｓ
Ａ
Ｍ
ダ

ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

Ｈ
29
．
１

／
15
㈰
14
時
〜
16
時
▽
中
央
ア
ー
ト

ス
ク
ー
ル
▽
４
千
円
▽
初
心
者
向
け

ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
▽
同
校
☎
24

３
７
１
５

「
開
運
の
試
筆
」小
中
学
生
新
春
書
初

め
席
上
揮
毫
大
会
＆
大
人
と
こ
ど
も

の
作
品
展　

席
上
揮
毫
Ｈ
29
．
１
／

３
㈫
９
時
半
〜
正
午
▽
道
の
駅
思
川

「
小
山
評
定
館
」▽
幼
稚
園
、
小
・
中
学

生
▽
参
加
無
料
▽
作
品
展
示
Ｈ
29
．
１

／
４
㈬
〜
６
㈮
10
時
〜
16
時
▽
12
／
20

㈫
ま
で
に
藤
澤
☎
・
℻  
27
７
８
３
２

お
や
ま
広
報
大
使「
お
や
ま
だ
い

す
キ
ッ
ズ
」メ
ン
バ
ー
募
集
!!　

シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
ク
・
チ
ア
ダ
ン
ス
・

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
エ
ン
タ
メ
を
通
じ

て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？
５
周
年
記
念
感
謝

祭
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

＆
説
明
会
▽
12
／
10
㈯
18
時
半
〜
▽

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
参
加
無

料
・
要
予
約
▽
男
女
不
問
▽
芳
賀
☎

０
９
０
・
２
５
３
７
・
２
８
３
５

栃
木
い
の
ち
の
電
話「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
電
話
相
談
員
養
成
講
座
」Ｈ
29
．
４

月
よ
り
２
年
間
▽
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ

ザ
・
足
利
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
受

講
資
格
や
申
込
み
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
要
問
合
せ
▽
説
明
会
12
／

３
㈯
15
時
〜
▽
小
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
勉
強
会
会
員
募
集　

毎
月
第
３
日
曜
▽
グ
ル
ー
プ
13
時
半

〜
15
時
半
、
個
人
15
時
40
分
〜
16
時

40
分
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
月

２
千
円
▽
年
齢
、
男
女
不
問
▽
山
内

☎
０
７
０
・
１
３
１
０
・
３
７
５
１

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア　

12
／

17
㈯
13
時
〜
15
時
半
▽
と
ち
ぎ
福
祉

プ
ラ
ザ
▽
入
場
無
料
▽
求
人
事
業
所

と
の
個
別
相
談
、
福
祉
の
仕
事
に
関

す
る
相
談
▽
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

わ
く
わ
く
無
人
島
＆
冬
の
海
体
験

12
／
24
㈯
〜
29
㈭
▽
沖
縄
県
渡
嘉

敷
島
・
ナ
ガ
ン
ヌ
島
▽
先
着
25
人

▽
12
万
４
千
円（
宇
都
宮
駅
か
ら
新

幹
線
利
用
）、
11
万
９
千
円（
羽
田

空
港
か
ら
飛
行
機
利
用
）他
▽
小

学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
▽（
公

財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎
03

６
４
１
７
・
９
７
２
１

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。h

ttp
://

w
w
w
.m
a
ff.g
o
.jp
/k
a
n
to
/

kikaku/photocontest.htm
l

問
関
東
農
政
局
☎
０
４
８
・
７
４

0
・
０
３
０
９

社
会
保
険
労
務
士
合
格
講
座

日
時　

Ｈ
29
．
１
／
７
㈯
〜
８
／

19
㈯（
全
30
回
）９
時
半
〜
17
時

会
場　

白
鷗
大
学
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料　
９
万
円
＋
テ
キ
ス
ト
代

約
１
万
円
※
受
験
に
は
短
大
以
上

の
学
歴
が
必
要

主
催　

白
鷗
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
資
格
支
援
課

申
込
み　

12
／
21
㈬
ま
で
に
㈲
ニ

イ
ア
ス
☎
53
３
３
７
６
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

広報小山 2016.12月号　16

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
運動普及推進員さんと一緒に手軽な
トレーニングを体験しましょう！
日　時　12月15日㈭13:30～15:00
会　場　健康医療介護総合支援
　　　　センター
対　象　40歳以上の市民（運動制
　　　　限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、
　　　　飲み物、スポーツタオル、
　　　　ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

1歳6カ月児健診
（受診日･会場は通知参照）
＊平成27年7月･8月生まれの幼児対象

期　日 会　場
平成29年
2月6日㈪・21日㈫
3月8日㈬・17日㈮

保健・福祉
センター

平成29年
2月16日㈭、3月13日㈪

健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

2歳児歯科健診（全地区）
（受診日･時間は通知参照）
＊平成27年2月･3月生まれの幼児対象
期　日　平成29年
　　　　2月8日㈬・23日㈭
　　　　3月8日㈬・23日㈭
受　付　① 9:15 ～ 9:45
　　　　② 10:15 ～ 10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

３歳児健診（全地区）
（受診日は通知参照）
＊平成25年11月･12月生まれの幼児対象
期　日　平成29年
　　　　2月1日㈬･10日㈮･20日㈪
　　　　3月2日㈭･15日㈬･21日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

マシンを使った筋力向上トレーニング
火・金曜、土曜コース（要申込）
いつまでも元気な身体を保っていく
ため、トレーニングマシンで筋力維
持・アップを一緒に楽しく始めま
しょう！
対　象　40歳以上の介護認定を受
けていない方、医師からの運動制限
がなく市が定める禁止基準に該当し
ない方
※1人が利用できるのは、年度で1度のみ
コース　40～ 64歳：土曜コース
　　　　65歳以上：火・金曜コース
※トレーニングは9:30 ～ 16:00の      
　間で自由に利用できます
※初回オリエンテーション定員
　1日6人（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
費　用　1,500円
回　数　1コース12回
　　　　（週に1回、3カ月間）
申込み
●火・金曜コース：
　高齢生きがい課☎22‒9616・9647
●土曜コース：
　健康増進課☎22‒9508・9607

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」
（無料）
病気でつらい気持ち、ひとりで抱え
ていませんか？
　自治医科大学附属病院では、「がん
患者と家族のサロン」を開催します。
病気との向き合い方を学んだり、話
し合いの時間を持ったりする場です。
日　時　12月8日㈭14:00 ～ 16:00
会　場　同病院・本館地下1階
内　容　ミニレクチャー「医療者と
の上手なコミュニケーション」、自由
な語り合い、リラクセーション体験
問同病院がん相談支援室☎58‒7107

開運おやま健康マイレージの
「健康パスポート」は
ご存知ですか？
　開運おやま健康マイレージのポ
イントを10点集めて応募できます。
市内の「サポート店」で割引等のサー
ビスが受けられます。健康マイレー
ジの詳細は市内各出張所等にあるパ
ンフレットをご覧ください。
　また、サポート店は随時募集して
います。ご協力いただける店舗様・
企業様がございましたらぜひご連絡
ください。              問☎22‒9532

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　平成 29年 1月 24日㈫
受　付　●計測のみの方
　　　　　9:00 ～ 11:00
　　　　●相談ありの方
　　　　① 9:00 ～　  ② 9:30 ～
　　　　③ 10:00 ～   ④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　12月6日㈫から☎22‒9527

乳児健診
（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年9月･10月生まれの乳児対象

期　日 会　場
平成29年
2月13日㈪・22日㈬
3月1日㈬・22日㈬

保健・福祉
センター

平成29年
2月3日㈮、3月7日㈫

健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

9カ月児健康相談
（受診日・会場は通知参照）
＊平成28年4月･5月生まれの乳児対象

期　日 会　場
平成29年
2月13日㈪・22日㈬
3月1日㈬

保健・福祉
センター

平成29年
2月3日㈮、3月7日㈫

健康医療介護
総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

マタニティクラス
（はじめての妊娠コース）
日時・内容
①平成29年1月19日㈭9:30～15:30
　オリエンテーション／サポート制
度／調理実習・試食／産婦人科医師
講話／みんなでトーキング　など
②平成29年2月5日㈰13:10～16:00
　家族学級（家族で参加可能）／赤
ちゃんのお風呂の入れ方／妊婦さん
を体験してみよう！（妊婦疑似体験）
／助産師講話
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、
　　　　①はエプロン・三角巾
受講料　テキスト250円
　　　　調理実習材料代600円
申込み　☎22‒9527
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すこやか通信

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介
護総合支援センター内）
　　☎39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2‒7‒18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320‒2 ☎0280‒57‒1011

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。
受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外17:00～翌日9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています　問☎27‒0500

1 月の一次救急医療機関
□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介
護総合支援センター内）
　☎39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了 15分前まで

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
8 9 10 11 12 13 14
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
15 16 17 18 19 20 21
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
22 23 24 25 26 27 28
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9520
　脳の血管が詰まったり（脳梗塞）、脳の血管が破れたり（脳出血・くも膜下出血）して、その先の細胞に
栄養が届かなくなって細胞が死んでしまう病気で、栃木県民の死因で第 3位を占める病気です。
　脳卒中は後遺症が残ることも多く、寝たきりなどの要介護状態となる最大の原因にもあげられますので、
普段から脳卒中の症状を覚えておき、気がついたら勇気を出してすぐに 119番！

◆◇◆脳卒中の初期症状◆◇◆
～気になったら、顔 ･腕 ･言葉・視野を確認～
・顔……顔の片側が下がり、ゆがみがある
・腕……片腕に力が入らない
・言葉…言葉が出てこない、ろれつが回らない
・視野…片方の目が見えない、物が 2つに見える、視野の半分が欠ける
ほかに、激しい頭痛・力はあるのに立てないことも要注意です。
⇒ひとつでも当てはまれば救急車を呼びましょう！
脳卒中は時間との闘いです。脳梗塞の場合、発症後４時間半以内
でないと最新の治療が受けられません。一刻も早く病院へ !!

◆その行動の積み重ねが、脳卒中に
つながります！◆
・食べすぎ　・お酒の飲み過ぎ
・運動不足　・喫煙
・塩分の摂り過ぎ　など
　脳卒中は生活習慣を見直すことで、
予防することができます。

脳卒中ってどんな病気？
～症状に気づいたらすぐに119番～

　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された地域の身近な相談相手です。住民の立場に立って相談に
応じ、必要な情報提供などを行い、社会福祉の増進に努める方々で、児童委員を兼ねています。
　児童委員は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての
不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等を行います。また、児童委員の中には、児童福祉を専門
に担当し、活動する主任児童委員がいます。
　委員には守秘義務があり、相談者や相談内容、秘密が外に洩れることはありません。家庭や生活の
悩みなど、お気軽に各地区の委員にご相談ください。

民生委員・児童委員をご存知ですか？ 問福祉課☎22‒9612

◆任期（3年）の満了に伴う民生委員・児童委員の一斉改選
が行われ、12月 1日付けで、新たに 296人の方が厚生労働
大臣より委嘱を受けました。
　地区ごとに委員が決まっていますので、ご自身の地区の委
員については福祉課へお問合せください。

＜例えばこんな悩み…＞
○「言うことをきかない我が子に手を
　　あげてしまう」
○「高齢の両親の介護に疲れている」
○「子どもが家に引きこもりがちだ」
○「経済的に困窮している」など
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談1

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 27㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

10･24㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 5㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

16･23㈪ 16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各日先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付12/12㈪から　時間9:00～16:30

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23‒1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00～12:00
18㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 11㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 10･24㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 12㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 10㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 13㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

7㈯14:00～16:00
11㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22‒9664

7㈯14:00～16:00
25㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

7㈯14:00～16:00
18㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

11㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 10㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

17･31㈫10:00～15:00
10･24㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
17･31㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 24㈫13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 23㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 21㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

期日 時間 会場

11 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

12㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

13㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

17㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

18㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

19㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

20㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

24㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

25㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

26㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　1㈰～3㈫・10㈫・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　1㈰～3㈫・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　1㈰～3㈫・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　1㈰～3㈫・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

会名（会場） 日時
おはなしウェンディ 4㈬ 15:30
おはなしメロディ 8㈰ 14:00
おはなしこんにちは 11㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 13㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 15㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 17㈫ 15:30

おはなしウェンディ 0・1・2 18 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 22㈰ 14:00
ゆめまちおはなしかい
（小山城南市民交流センター） 28㈯ 10:30

おはなしボランティア養成
講座修了生の会
20 周年記念おとなのため
のおはなし会

29㈰ 10:30

　中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館は上記期間、年末年始のため休館とな
ります。この期間の図書の返却は、中央図書館正面入口の返却ポストのみご利用が可
能です。各分館の返却ポストへは返却できませんのでご注意ください。なお、他の休
館日は通常どおり各館の「返却ポスト」をご利用できます。

年末年始の休館のお知らせ〈12月29日（木）～H29.1月3日（火）休館〉

図書館つうしん（１月分）
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1月 カレンダー

広報

政光くん・寒川尼ちゃん

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
１日 ㈰ 元日
２日 ㈪ 振替休日
３日 ㈫

４日 ㈬
市役所は 4日から始まります
ニューイヤー・ロビーコンサート 12:20～ 12:50 市役所本庁舎玄関ロビー 行政経営課☎22‒9318

５日 ㈭
６日 ㈮

７日 ㈯
チュウヒの里おやま「渡良瀬遊水地チュウ
ヒの飛立ち」観察会※要申込 5:15 ～ 市役所本庁舎玄関前駐車場集合 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22‒9354
10×15 の世界コンテスト展（～ 1/15 ㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41‒0968※月曜休館

８日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 栃木駅起点（5㎞） 生涯スポーツ課☎21‒2695
成人式 10:00 ～ 市内 11 中学校 生涯学習課☎22‒9665
第 7回小山の医療を考えるシンポジウム 13:00～ 15:30 文化センター小ホール 地域医療推進室☎27‒0500

９日 ㈪
成人の日

小山の初市（だるま市） JR小山駅西口祇園城通り
およびまちの駅思季彩館 商業観光課☎22‒9273

１０日 ㈫
１１日 ㈬
１２日 ㈭
１３日 ㈮

１４日 ㈯

魅力UPセミナー＆婚活パーティー
※要申込

10:00～ 15:00
（予定）

メゾンエルミタージュ
（犬塚 2-29-2） 子育て・家庭支援課☎22‒9604

ほっしー☆OYAMA号太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45‒5331※月曜休館
ほっしー☆OYAMA号天体観望会 18:00～ 19:30 生井公民館広場 博物館☎45‒5331※月曜休館

１５日 ㈰ 連続講座中世小山一族「陶磁器から見る中世
の地域間交流」※受講募集は終了しました 14:00～ 15:40 中央公民館視聴覚室 文化振興課☎22‒9668

１６日 ㈪
１７日 ㈫
１８日 ㈬
１９日 ㈭
２０日 ㈮ 第23回新春小中学生書初めコンクール（～1/23㈪） 9:30 ～ 17:00 生涯学習センター※23㈪は 16:00 まで 同センター☎ 22‒9111

２１日 ㈯
博物館後期講座「バードウォッチング」※要申込 9:30 ～ 11:30 城山公園 同館☎45‒5331※月曜休館
日本交響楽団第 7回定期演奏会 16:00 ～ 文化センター大ホール 同センター☎22‒9552

２２日 ㈰
２３日 ㈪
２４日 ㈫
２５日 ㈬
２６日 ㈭
２７日 ㈮
２８日 ㈯ 花桶かつぎ 17:00 頃～ 胸形神社 生涯学習課☎22‒9669
２９日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎 1階　納税課 納税課☎22‒9442
３０日 ㈪
３１日 ㈫

納税のお知らせ（納期限） 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死
亡・出生・婚姻等）
は、本庁舎北側入
口の宿直室にて受
付します。
　夜間等、緊急の
場合は、宿直室☎
22‒9420へ ご 連絡
ください。

■1月は市県民税（普通徴収）4期、
国民健康保険税（普通徴収）7期、後
期高齢者医療保険料（普通徴収）7期、
介護保険料（普通徴収）7期の納期月
です。納期限は1月31日㈫です。
■1月の日曜納税相談窓口は1月29
日㈰に開設します。
■コンビニ納付や月曜～木曜日（祝
日除く）の納税窓口延長（19:00まで）
もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日

時

7日㈯･14日㈯･15日㈰
21日㈯･22日㈰･28日㈯･29日㈰

各8:30 ～ 17:15
※8日㈰は、コンピューターの保守点
検のため、市民課および城南出張所の
窓口は閉庁となります（証明書コンビ
ニ交付を含む）
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。

※取扱い業務については
お問合せください

問市民課☎22‒9402
場

所

 市民課☎22‒9402
 小山城南出張所☎31‒3650
 ※小山城南出張所は月曜定休

※カレンダーの内容は、11月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

※本紙 11月号 P23「12月広報カレンダー」に掲載した、12月 4日㈰小山市フォークダンスフェスティバル、　6日㈫～ 9日㈮思桜会作品
　展示会、8日㈭米粉の料理教室は、開運おやま健康マイレージ対象事業です

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です

講募集は終了しま

初めコンク ル（～1
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10 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】10 月中の交通事故

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

事故　45件(376件)　負傷者　51人(478人)
死者　 0人(5人)

火災　 1件(47件)　救急　670件(6,816件)
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